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ラ
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想
定
外
の
事
態
に
迅
速
対
応
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施
工
中
の
カ
チ
プ

ル
橋
㊤
と
グ
ム
テ

橋
周
辺

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

が
独
立
を
果
た

し
た
１
９
７
２
年
の
２
年
前
か
ら
大

林
組
は
同
国
に
進
出
し

現
地
で
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
携
わ

て
き
た

中

断
期
が
あ

た
も
の
の

政
府
開
発

援
助
︵
Ｏ
Ｄ
Ａ
︶
工
事
を
中
心
に
約

半
世
紀
に
わ
た

て
建
設
事
業
を
続

け
て
い
る


　
同
国
で
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
事

業
を
中
心
に
当
社
の
取
り
組
み
を
紹

介
す
る

首
都
ダ

カ
市
と
最
大
の

貿
易
港
を
持
つ
チ

タ
ゴ
ン
市
を
結

ぶ
国
道
１
号
線
に
は

大
河
の
シ
タ

ラ
キ
ヤ
川

メ
グ
ナ
川

グ
ム
テ


川
が
流
れ
て
お
り

か
つ
て
は
フ


リ

で
の
渡
河
が
必
要
だ

た

当

社
は
こ
の
交
通
の
要
所
と
な
る
３
カ

所
に
橋
を
建
設
し
た


年
に
完
成

し
た
シ
タ
ラ
キ
ヤ
橋
︵
現
カ
チ
プ


ル
橋
︶
を
は
じ
め


年
完
成
の
メ

グ
ナ
橋

そ
し
て

年
に
完
成
し
た

グ
ム
テ

橋
だ

そ
の
後

交
通
量

増
加
を
受
け
て
国
道
１
号
線
が
対
向

２
車
線
か
ら
４
車
線
へ
拡
幅
さ
れ


当
社
は
メ
グ
ナ
橋
周
辺
で
中
型
橋
梁

を
２
０
０
０
年
ま
で
に
５
橋
新
設
し

た


　
経
済
成
長
に
伴
う
交
通
量
増
大
に

よ

て
道
路
部
分
の
拡
幅
が
進
む
一

方
で

ボ
ト
ル
ネ

ク
の
カ
チ
プ


ル

メ
グ
ナ

グ
ム
テ

の
３
橋
の

第
２
橋
建
設
が
急
務
と
な

た

既

存
橋
の
対
向
２
車
線
︵
カ
チ
プ

ル

橋
は
４
車
線
︶
に
新
設
の
対
向
４
車

線
を
加
え
６
車
線
︵
同
８
車
線
︶
と

す
る
﹁
カ
チ
プ

ル
・
メ
グ
ナ
・
グ

ム
テ

第
２
橋
建
設
お
よ
び
既
存
橋

改
修
工
事
﹂
が

年
に
発
注
さ
れ


当
社
を
代
表
と
す
る
Ｊ
Ｖ
が
受
注
し

た

全
工
期

カ
月
の
う
ち

カ
チ

プ

ル
の
新
橋
は

カ
月

メ
グ
ナ

と
グ
ム
テ

の
新
橋
は

カ
月

新

橋
の
完
成
後
に
は

既
設
橋
の
改
修

工
事
を
行

た


　
既
設
橋
は

カ
チ
プ

ル
橋
が
完

成
か
ら

年

メ
グ
ナ
橋
と
グ
ム
テ


橋
は

年
ほ
ど
経
過
し
て
い
た

が

構
造
的
な
劣
化
・
損
傷
は
見
ら

れ
な
か

た

今
回
の
改
修
工
事
で

は

地
震
に
対
す
る
補
強

耐
久
性

の
向
上

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
低
減
化

対
策
を
実
施

既
設
の
メ
グ
ナ
橋
と

グ
ム
テ

橋
は

場
所
打
ち
カ
ン
チ

レ
バ

の
単
純
ス
パ
ン
を
伸
縮
継
ぎ

手
で
つ
な
げ
た
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ

ン
ク
リ

ト
︵
Ｐ
Ｃ
︶
橋
で

伸
縮

継
ぎ
手
部
分
の
定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
必
要
だ

た

改
修
工
事
に

よ
り

Ｐ
Ｃ
外
ケ

ブ
ル
を
設
置
し

て
連
続
化
す
る
こ
と
で
継
ぎ
手
を
な

く
し

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
減
ら
す
と

と
も
に
耐
久
性
の
向
上
を
図

た


　
橋
の
基
礎
部
分
に
鋼
管
矢
板
井
筒

基
礎

上
部
鋼
橋
部
分
に
は
鋼
細
幅

箱
桁
と
合
成
床
版
と
い

た
日
本
で

開
発
さ
れ
た
建
設
技
術
を
採
用
し
て

い
る

既
存
橋
基
礎
の
補
強
と
新
橋

基
礎
の
一
体
化
を
図
る
た
め
基
礎
形

状
は
小
判
型

一
つ
の
基
礎
に
空
頭

制
限
の
あ
る
既
存
橋
下
の
圧
入
工
法

と
空
頭
制
限
の
な
い
オ

プ
ン
エ
リ

ア
で
の
打
撃
工
法
の
併
用
と
い
う


日
本
国
内
で
も
例
の
な
い
計
画
で
鋼

管
杭
を
打
設
し
た

鋼
管
矢
板
井
筒

基
礎
に
よ

て
増
水
期
の
浸
食
の
リ

ス
ク
を
大
き
く
減
ら
し

基
本
的
に

定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
不
要
と
し

た


　
着
工
か
ら
６
カ
月
後

ダ

カ
市

内
で
日
本
人
技
術
者
も
巻
き
込
ま
れ

た
悲
劇
的
な
テ
ロ
事
件
が
発
生
し

た

こ
の
た
め

現
場
や
宿
舎
周
辺

の
安
全
警
備
対
策
の
強
化
が
急
務
と

な

た

工
事
の
一
時
中
断
と
い
う

議
論
も
あ

た
が

施
主

バ
ン
グ

ラ
デ
シ

政
府

警
察

大
使
館


国
際
協
力
機
構
︵
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
︶
な
ど

関
係
者
の
積
極
的
か
つ
真
摯
︵
し
ん

し
︶
な
協
力
を
受
け

警
備
増
強
の

計
画
・
整
備
を
３
カ
月
強
の
短
期
間

で
行
い

現
場
作
業
の
再
開
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
た

そ
の
結
果

三

つ
の
新
設
橋
は

年
３

６
月
に
供

用
を
開
始
し

既
設
橋
の
改
修
工
事

も
同

月
ま
で
に
完
了
し
て
い
る


　
ま
た

本
工
事
は
質
の
高
い
Ｏ
Ｄ

Ａ

イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
輸
出
に
十

分
貢
献
し
た
工
事
だ
と
思
わ
れ
る


今
後
も
技
術
移
転
に
よ
り

途
上
国

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い


　
︵
ア
ジ
ア
支
店
バ
ン
グ
ラ
デ
シ


事
務
所
・
塩
崎
哲
也
︶

完
成
し
た
メ
グ
ナ
新
橋

日刊建設工業新聞 2022年 5月11日(水) 掲載


